
市長 部長 課長補佐

※

場　所

主催者(事務局) 司会者

［委員］

　　職務代理者:三溝 和子

［アドバイザー］

　　武庫川女子大学教授 柳沢 和雄 

(要点を箇条書き)

副市長 課長 係員

※

会　議　録

令和４年５月 19日（木）

午後 1時 30分～午後 2時 30分

東部人権啓発センター3階　大会議室

東御市企画振興部文化・スポーツ振興課 企画振興部　井上部長

　　会長:横田 匡俊   

　　神津 志保美、加藤 行孝、荻原 太郎、上原 真美、篠原 博文、唐澤 光章、大塚明彦

［事務局］

　　企画振興部長 小菅 武志、文化・スポーツ振興課長 滝澤 嘉紀、スポーツ係長 掛川 一郎

  　スポーツ係（地域おこし協力隊）鈴木 清香 、スポーツ係 事務担当 佐藤 和歩 

        

［委員］

　岡田真平、峯村 文博、柿沼 宏直、武田 順子、廣田 美和子

〔オブザーバー〕

（公財）笹川スポーツ財団　小淵　和也

　議題等の内容
　・東御市スポーツ推進計画後期アクションプランの策定について（答申）

　決定事項

討議内容及び経過 (発言者名) 発言内容（要点のみ記載）

１　開会 職務代理者 開会

２　会長あいさつ 会長 会長あいさつ

３　市長あいさつ 市長 市長あいさつ

討議内容及び経過 (発言者名) 発言内容（要点のみ記載）

４　審議事項 会長 東御市スポーツ推進計画後期アクションプラン(案)について事務局より説明願う。

後期アクションプラン（案）について説明。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事前送付の意見・要望について回答。

会長 ただ今の説明に対しての意見、その他、意見等はあるか。

委員（加藤） 人財バンクの人数、内容を予定しているのか。また、それに対して現状の登録はどうか。

委員（加藤）
人材の確保にあたっては、企業の協力がどうしても必要だと考える。商工会などをとおして、企業
に務める皆さんが参加できるよう考えていただきたい。

事務局（所） 関係する団体と協力しながら人財の確保を図っていく。

会議等の名称 令和４年度 第1回東御市スポーツ推進審議会
開催日時

欠席者

次回への検討事項

東御市スポーツ推進計
画後期アクションプラ
ン（案）について

事務局（上野）

事務局（所）

個票の中で計画値を示している。令和4年度は登録者数30名を目標としている。　　　　　　　　　　　　　　
目標は30名だが、あらゆるニーズに対応していくため、より多くの登録をしていただく必要があ
る。　　　　　教育委員会でも、今後の中学生の部活活動に対する会議があり、その中で、人材が
確保できないと子供たちの運動の機会を失ってしまうという心配があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育委員会とも連携しながら人材の確保を図っていく。

会長
人材バンクは作ってからが大変。作っただけではだれも使わない。主体的にマッチングするように
介入していく必要がある。

　出席者



討議内容及び経過 (発言者名) 発言内容（要点のみ記載）

戦略３のスポーツコミッションの活動内容がいまいち見えない。

市民に対する情報発信を積極的にしていただきたい。

委員（大塚）
資料22pの進捗管理指標の部活動指導委員数とあるが、これには人材バンクも該当するのか。　　　　　　　　　　　　
現に部活動には外部指導者がいるがそういった方も含まれるのか。

会長 人財バンクを中心に意見をいただいたが、後期アクションプラン（案）については修正なしで答申としてよいか。

全委員 異議なし

会長 答申書の作成を事務局に依頼する。ここで一旦休憩とする。

５　答申 会長 花岡市長へ答申書提出

市長 答申に対するあいさつ

6　その他 企画振興部長 　その他で何かある方はいるか。

事務局（上野） 　委員の任期が8月までの説明と再任のお願い。市民からの公募も行う旨説明。

企画振興部長 　三溝職務代理者に閉会の言葉をお願いしたい。

7　閉会 職務代理者 　閉会

委員
（篠原）

委員
（篠原）

戦略1の人材バンクの登録について、現在16名の登録があるとあったが、中学校の部活を見ていた
だいている外部指導者も多くいるので、可能な範囲でそう言った方々にも声をかけていただきた
い。　　　　　　　　　　　　中学校の先生方にも引き続き指導いただける方には登録をしてもら
いたい。

事務局
（所）

28ｐに掲載の人財バンクの数値は部活動も含まれるが、スポーツ機会の確保の観点からどなたでも
活用ができることを想定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
数値目標の30名の中には部活動以外の活用も考えている。22ｐの部活動指導員数はその大枠の中で
の活用を想定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現に部活動に外部指導として来ていただいていう方にも人財バンクに登録していただきたいと考え
ている。登録することにより、部活動以外のニーズに応えていただくこともできる。

委員
（神津）

人財バンクとSanyTomiの関係について、人財バンクに多く登録していただくことで、どの程度
SanyTomiで活躍の場をつくっていけるのか。

事務局
（所）

SanyTomiは令和4年の3月に設立したばかりで、職員も2名体制である。その中で、外部の講師にお
願いをしてプログラムを実施している。人財バンクの登録種目が増えることで、SanyTomiのプログ
ラムもより広がっていく。将来的にプログラムが増えることで、スポーツの裾野を担っていく団体
と考えている。




